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第 1 節 起業家に関する先行研究 
 
1．佐藤（2003）「新市場の創造における企業家精神の性格」 






 ①セレンディピティ （革新的な市場機会をキャッチする能力） 
 ②逆境に打ち勝つマインドセット （粘り強さ；ポジティブ思考） 
 ③高次の目標の設定 （事業の夢・社会的使命感＝大義名分の追求） 
 ④不断の創意工夫・試行錯誤 （目標達成のための不断の努力と学習） 
 ⑤コンピテンシー （必要とされる課業を遂行する能力） 























































































































































































図 3： 佐藤（2003）と石田（2005）の組合せ 
 
 






















































































































第 4 章 調査方法 
 
 第 1 節 調査概要 
 
【調査対象】 関西学院大学体育会（全 42部）に所属する大学生 
【調査期間】 2009年 12月 25日～2010年 1月 5日 
【調査方法】 Google ドキュメント（Spreadsheet）にて、Web上で閲覧・回答が可能な 
  アンケートを作成し、体育会ラグビー部主務より体育会本部に依頼の上、 
全クラブの部員へメールで配信した。 
  そして、体育会所属者（1,887名）のうち 100名から回答を得た。 
 




成した。各尺度につき 2 問から 4 問の質問項目を設定するとした上で、不足部分の質問項目に
ついては独自に設定した。 



















 ・日常生活での自分の作戦はうまく的中する。  
 ・苦しい生活が続いても我慢できる。  
 ・大事なところで的確な判断できる。  





 ・1から 10まで体制を整えてもらうほうがよい仕事ができると思う。 
 ・人と会うより独りでいるほうが好きだ。 









































































第 5 章 調査結果 
 
第 1 節 調査対象学生の特徴 
 
 まず、今回の調査対象の学生の特徴を把握するため、クロス分析を行った。 










図 9： 団体競技 or個人競技とプレイヤーorスタッフのクロス表 
 
男 女
ラグビー部 25 5 30
AF部 31 1 32
ラクロス部 1 4 5
陸上競技部 20 6 26
ハンドボール部 0 1 1
フェンシング部 1 1 2
卓球部 1 0 1










プレイヤー 58 28 86
スタッフ部門 10 4 14
68 32 100合計













ちなみに、スタッフ部門の男女比率は男性 3名、女性 11名で、その男性 3名はいずれも団体
競技であるアメリカンフットボール部に所属していた。 
 




第 2 節 分析と仮説の検証 
 
1．プレイヤー全体の傾向の分析と仮説の検証 




 まず、プレイヤー群の学生は 86名であった。その中から肯定的な回答の率が閾値の 60%を超
えた質問項目は以下のとおりであった。 
 ■忍耐力に関する質問（図 11参照） 
・身体的な苦痛や疲労には十分耐えることができる。 （Yes回答：67.4%） 
・粘り強い。     （Yes回答：61.6%） 
 ・一度やろうと決めたことは簡単にはあきらめない。 （Yes回答：72.1%） 
 
男 女
プレイヤー 77 9 86
スタッフ部門 3 11 14
80 20 100















 ・失敗したり思い通りにいかなかったりしたら落ち込む。 （No回答：69.4%） 
 ※逆説的な質問のため、No と回答したものを集計した。 
 






 ・自分の可能性へ挑戦する気持ちで生活している。 （Yes回答：80.2%） 
 ・目標達成のためには努力を惜しまないほうだ。  （Yes回答：71.8%） 
 




 ・大事なことになればなるほど闘志がわく。  （Yes回答：88.4%） 
 ・負けず嫌いだ。     （Yes回答：83.5%） 
 




 ・心の支えになってくれる友人知人がいる。  （Yes回答：82.6%） 
































 まず、プレイヤー群の学生（計 86名）を団体競技と個人競技に分類して分析する。既に図 9で
示されているとおり、プレイヤー群の中で団体競技は 55名、個人競技は 31名だった。 






























































































































































































第 7 章 本研究の問題点と残された今後の課題 
 































































DREAM GATE スペシャルインタビュー MY BEST LIFE 挑戦する生き方 




 『流通科学大学論集（流通・経営編）』, Vol16, No.3, pp.45-64. 
石田英夫（2005）「起業家の成功要因の分析:起業家の面接調査とアンケート調査の結果から」 
『流通科学研究』, Vol.5, No.1, pp.3-15. 
石田英夫（2006）「起業家の成功要因と教育可能性」『中村学園大学・中村学園大学短期大学部 
研究紀要』, Vol.38, pp.151-160. 
鵜飼宏成（2007）「アントレプレナー育成の基盤～フレームワークとメソッド～」『中小企業季報 
2007年第 4号』, No.144, pp.1-11. 
徳永幹雄・橋本公雄・高柳茂美（1994）「スポーツクラブ経験が日常生活の心理的対処能力に
 及ぼす影響」『健康科学』, Vol.17, pp.59-68. 
吉岡洋一（2003）「起業から成長・発展・存続へのプロセスと存続戦略についての実践的考察」
 『流通科学研究』,Vol.3, No.1, pp.57-76. 
㈱戦略財務/実島誠税務法務総合事務所 起業家度チェック 
 http://zaimu.com/t_buz_contens/1.htm/  Accessed on Dec. 22. 2009 
河野良治・岩田一哲（2009）「起業家教育についての一考察：中核人材へのコンピテンシー論 






















































関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科  野中孝介 （e-mail: k-nonaka@kwansei.ac.jp） 
 
Ⅰ．次の設問について、あなたに最も近いと思われるところに○をつけてください。 
   あまり深く考えずに、ありのままで回答してください。 
           そう思わない   そう思う 
1.  身体的な苦痛や疲労には十分耐えることができる。    1   2   3   4   5 
2.  どちらかというと楽天的な性格である。            1   2   3   4   5 
3.  自分の可能性へ挑戦する気持ちで生活している。    1   2   3   4   5 
4.  大事なことになればなるほど闘志がわく。     1   2   3   4   5 
5.  たいていのことは自分の力で処理できると思う。    1   2   3   4   5 
6.  失敗を恐れず決断できる。      1   2   3   4   5 
7.  気持ちの切り替えが遅いほうである。     1   2   3   4   5 
8.  人前でも緊張せずに自分を表現できる。     1   2   3   4   5 
9.  大事なことになると周囲が気になり集中できない。    1   2   3   4   5 
10. 予測がうまく当たる。       1   2   3   4   5 
11. 変化に対して迅速にしかも自信をもって対応できる。    1   2   3   4   5 
12. 心の支えになってくれる友人知人がいる。     1   2   3   4   5 
13. 粘り強い。        1   2   3   4   5 
14. 人より進んでものごとを実行するタイプである。    1   2   3   4   5 
15. 成功の可能性があるならば恐れやためらいは感じない。   1   2   3   4   5 
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16. どんな場合でも自分の能力を発揮する自信がある。    1   2   3   4   5 
17. 大事な時に思い切った行動ができる。     1   2   3   4   5 
18. 苦しい場面でも冷静な判断ができる。     1   2   3   4   5 
19. 人と交流するのが好きである。      1   2   3   4   5 
20. 一度やろうと決めたことは簡単にはあきらめない。    1   2   3   4   5 
21. 失敗したり思い通りにいかなかったりしたら落ち込むほうだ。   1   2   3   4   5 
22. 目標達成のためには努力を惜しまないほうだ。    1   2   3   4   5 
23. 競争的なことでは内容よりも勝つことを第一にしている。   1   2   3   4   5 
24. 人に反対されても自分の目指したことの実現に向かう自信がある。 1   2   3   4   5 
25. 計画を素早く切り替えることができる。     1   2   3   4   5 
26. 心配事があると冷静さを失う。      1   2   3   4   5 
27. 緊張すると顔がこわばったり手足が震えたりする。    1   2   3   4   5 
28. 大事なことになると結果が気になって集中できない。    1   2   3   4   5 
29. 日常生活での自分の作戦はうまく的中する。     1   2   3   4   5 
31. 人に頼ったり頭を下げたりしたくない。     1   2   3   4   5 
32. 苦しい生活が続いても我慢できる。     1   2   3   4   5 
33. 自分は運が強いと思う。       1   2   3   4   5 
34. 負けず嫌いだ。       1   2   3   4   5 
35. 1から 10まで体制を整えてもらうほうがよい仕事ができると思う。  1   2   3   4   5 
36. 大事なところで的確な判断できる。      1   2   3   4   5 
37. 人と会うより独りでいるほうが好きだ。     1   2   3   4   5 
 
Ⅱ．あなた自身についてお尋ねします。 
  以下の設問について、あてはまるものに○をつけてください。 
1． あなたの性別は 
① 男  ② 女 
2． あなたの学年は 
① 大学 1回生 ② 大学 2回生 ③ 大学 3回生 ④ 大学 4回生 
3． あなたの所属する運動部は 




 ① ある（    ）  ② ない 
5． あなたは所属する運動部で 




 ① 幼稚園・保育園の時 ② 小学校低学年の時 ③ 小学校高学年の時 
 ④ 中学生の時  ⑤ 高校生の時  ⑥ 大学に入学してから 
7． あなたは高校生時代に運動部の所属経験が 
 ① ある（    ）  ② ない 
8． あなたは高校時代に所属していた運動部のレベルは 
 ① 全国大会上位レベル ② 全国大会出場レベル ③ 都道府県大会上位レベル 
 ④ 市区町村大会上位レベル⑤ その他 
9． あなたは高校時代に所属していた運動部で役職（例：主将・主務・リーダーetc.）が 
 ① あった（    ） ② なかった 
10． あなたは高校時代に所属していたクラブで 




 ① 決めている ② 決めていない ③その他（   ） 
12． 12．で「決めている」とお答えいただいた方は、具体的にどのような業界・業種でのお仕事を 
 お考えなのか教えてください。（差し支えのない範囲で結構です。） 
 （         ） 
 
 
質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
 
